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 第２章では、最適な検索手法とマッチング基準を与えるメインピーク（MP: Main Peak）と呼ばれる新しい低









ットを用いた復元（SFSI: Shape From Silhouette）は、特徴点の抽出や追跡が不必要で、異なる角度から撮影
された画像を用いて、形状復元が行える。一方、シェーディングを用いた復元（SFSH: Shape From Shading）
は凹表面をも復元できる。しかし、どちらも致命的な欠点を持っており、SFSIは凹表面を復元できないし、SFSH
は安定性と精度の点で実用的なレベルに達していない。この点を克服するために、本研究では、両方の長所を
























つ物体の復元要求が強くなってきている。代表的な手法としてシルエットを用いた復元（SFSI: Shape From 
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